○苅田町立小中学校の指定学校変更に関する規程より第２条抜粋 
第2条　苅田町教育委員会(以下「教育委員会」という。)は，就学予定者(学校教育法施行令(昭和28年政令第340号)第5条第1項に規定する者をいう。以下同じ。)又は学齢児童若しくは学齢生徒が次の各号のいずれかに該当する場合には，指定学校を変更することができる。 
(1)　身体虚弱，病弱，身体障害その他の障害等の理由で，教育上の配慮を要する場合 

(2)　交通事情等の理由で，通学路が指定された学校より希望する学校の方が安全な場合 

(3)　指定学校通学区域内の放課後児童クラブが定員を超過し，当該クラブに受入枠のある学校を希望する場合 

(4)　住宅の新築，購入等により，現在の指定学校通学区域外に転居することが確定している場合 

(5)　住宅の改築等により，一時的に他の学校通学区域に転居した場合 

(6)　保護者の就労等により放課後に指定学校通学区域外の祖父母等の家に児童生徒を預け，当該指定学校に通学させる場合 

(7)　兄弟姉妹が既に指定学校変更の通知を受け，通学している学校を希望する場合 

(8)　在学中の児童生徒が，転居等に伴い，通学区域が変わる場合で，そのまま現在通学している学校を希望する場合 

(9)　家庭の事情等により，住民基本台帳上の住所と生活の本拠地が異なっているが，実際の住所の学校に通学する場合 

(10)　いじめ，不登校，友人関係等の問題の改善を図るため，指定学校の変更を希望する場合 

(11)　当該児童生徒の個性，友人関係の継続、将来の進路，参加する部活動の有無，当該学校の特色ある教育活動等を考え，指定学校以外の学校を希望する場合 
(12)　苅田町立小学校小規模特認校の取扱いに関する規程（苅田町教育委員会告示第５号）に定める小規模特認校への入学又は転入学を認められた場合
(13)　その他教育委員会が特に必要と認めた場合 

